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委員会報告

本会議での討論
　
改
正
法
の
個
人
情
報
保
護
の
規

定
が
不
十
分
。
本
人
の
同
意
を
得

ず
、
デ
ー
タ
を
外
部
提
供
で
き
る

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
（
匿
名
加
工

制
度
）
を
地
方
自
治
体
に
義
務
化

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
結
合
（
情
報
連

携
）
の
禁
止
は
認
め
な
い
法
で
あ

り
、
人
権
守
る
規
制
条
例
が
必
要

だ
。

　

国
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、

各
自
治
体
で
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
現
行

条
例
の
規
定
が
変
わ
る
も
の
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
個
人
情

報
は
適
切
に
取
扱
わ
れ
る
。

福
井 

節
子 

議
員

山
下　

 

巧 

議
員

反
対

議
第
116
号　
高
島
市
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
案

賛
成

各
委
員
会
で
は
、
本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

総　務
常任委員会

委員長 澤本 長俊

　

市
の
機
関
に
か
か
る
申
請
、
届
出
、

そ
の
他
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
情
報
通

信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
優
先
さ
れ
窓
口
業
務

が
縮
小
さ
れ
て
い
く
懸
念
は
な
い
か
。

　
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
手
続
き
を
選
択
肢

の
１
つ
と
し
て
設
け
る
こ
と
で
、
市
民

の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
が
図
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

採
決
の
結
果

　
「
賛
成
多
数
」
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
議
第
112
号
か
ら
議
第
116

号
ま
で
の
５
議
案
に
つ
い
て
も
「
可
決

す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
117
号　
高
島
市
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
に
関

す
る
条
例
案

開
催
日  

12
月
13
日
㈫

問答

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
地

方
公
共
団
体
の
個
人
情
報
保
護

制
度
が
「
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
か
ら
「
高
島
市
個
人
情
報

保
護
条
例
」
を
廃
止
し
、
新
た

に
「
高
島
市
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
」
を

制
定
す
る
も
の
。

予　算
常任委員会

委員長 髙木 広和

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
直
面
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
光
熱
水

費
・
燃
料
費
、
農
業
経
営
者
の
肥
料
購

入
費
の
支
援
に
係
る
経
費
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止

対
策
と
し
て
、
市
内
の
検
査
体
制
を
強

化
す
る
た
め
の
検
査
キ
ッ
ト
購
入
費
な

ど
を
計
上
。

採
決
の
結
果

　
予
算
常
任
委
員
会
が
付
託
を
受
け
た

９
議
案
は
、
い
ず
れ
も
「
可
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
議
第
124
号　
令
和
４
年
度
高
島
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い

て
、
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
用
地
不
動

産
鑑
定
評
価
書
作
成
業
務
が
計
上
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
あ
た
り
、議
員
（
２
名
）

よ
り
左
記
の
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
い

て
、
建
設
候
補
地
お
よ
び
周
辺
地
域
の

住
民
や
関
係
者
の
方
々
か
ら
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
十
分
に
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
。

※
附
帯
決
議
と
は
・
・
・
議
会
の
議
決

に
当
た
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
る
議
会
と

し
て
の
意
見
ま
た
は
要
望
な
ど
、
議
会

の
意
思
を
表
す
も
の
。

補
正
予
算
の
主
な
歳
出

附
帯
決
議

開
催
日  

12
月
19
日
㈪

議
第
124
号　
令
和
４
年
度
高
島
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

に
対
す
る
附
帯
決
議
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委員会報告

本会議での討論
　
消
費
者
物
価
指
数
で
は
前
年
同

月
比
で
３・
７
％
の
上
昇
。
現
下

の
物
価
高
で
水
道
料
金
の
値
上

げ
、
ま
た
逓
増
料
金
制
に
つ
い
て

も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
に
反
対
で
す
。

藤
田　
昭 

議
員

反
対

　
現
行
は
、
大
口
利
用
ほ
ど
高
く

一
般
家
庭
は
安
い
料
金
体
系
だ

が
、
改
定
で
は
超
過
単
価
で
大
口

引
上
げ
率
は
小
口
の
４
分
の
１
で

あ
り
、
２
カ
月
で
30
㎥
利
用
者
は

16
％
以
上
の
引
上
げ
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
で
物
価
高
騰
の
下
、
実
施
延
期

や
基
本
料
金
免
除
こ
そ
必
要
だ
。

森
脇　
徹 

議
員

反
対

議
第
119
号　
高
島
市
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　
適
正
な
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
確
保

と
健
全
か
つ
安
定
し
た
水
道
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
は
当
然
で
あ

り
、
近
年
の
災
害
へ
の
対
応
と
し

て
の
施
設
の
強
靭
化
対
策
な
ど
、

水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
の
維
持

に
向
け
適
正
に
対
応
し
よ
う
し
て

い
る
た
め
賛
成
し
ま
す
。

磯
部 

亜
希 

議
員

賛
成

問答 　

安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
と
健
全

か
つ
持
続
可
能
な
事
業
経
営
を
図
る
た

め
、
第
２
次
高
島
市
水
道
事
業
基
本
計

画
を
踏
ま
え
た
料
金
改
定
を
行
う
も
の
。

　
物
価
が
高
騰
す
る
現
状
下
で
、
な
ぜ

今
、
料
金
の
見
直
し
を
す
る
の
か
。

　
市
民
の
皆
様
に
必
要
不
可
欠
な
水
道

水
を
安
定
し
て
提
供
す
る
た
め
、
計
画

的
に
進
め
て
い
る
も
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

採
決
の
結
果

　
「
賛
成
多
数
」
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
議
第
92
号
か
ら
議
第
108

号
ま
で
の
17
議
案
に
つ
い
て
も
、「
賛

成
全
員
」
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

議
第
119
号　
高
島
市
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

産業建設
常任委員会

委員長 福井 節子

開
催
日  

12
月
15
日
㈭

請
願
趣
旨

　

現
在
、
計
画
さ
れ
て
い
る
（
仮
称
）

三
十
三
間
山
風
力
発
電
事
業
の
計
画
地

と
な
っ
て
い
る
天
増
川
源
流
地
域
の
国

有
林
は
、
市
内
で
は
最
大
級
の
ブ
ナ
林

で
、
絶
滅
危
惧
種
の
イ
ヌ
ワ
シ
や
ク
マ

タ
カ
な
ど
の
貴
重
な
野
生
動
物
を
育

み
、
わ
が
国
の
森
林
生
態
系
を
保
全
す

る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
森
林

を
活
か
し
た
観
光
振
興
な
ど
高
島
市
の

活
性
化
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
た

め
、
国
有
林
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全

へ
十
分
配
慮
さ
れ
る
よ
う
関
係
省
庁
に

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

　
今
回
の
請
願
内
容
は
、
環
境
配
慮
に

留
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
中
止
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
か
。

　
計
画
を
白
紙
に
戻
し
て
、
中
止
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
す
。

採
決
の
結
果

　
「
全
員
賛
成
」
で
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
３
号　
天
増
川
源
流
の
国

有
林
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
へ

の
配
慮
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願

問答

議
第
118
号　
高
島
市
体
育
施
設
の

設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

文教福祉
常任委員会

委員長 早川 浩德

　
新
旭
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
滋
賀
県
の
河
川

整
備
の
対
象
範
囲
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
年
度
末
を
も
っ
て
当
該
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
廃
止
す
る
も
の
。

採
決
の
結
果

　
「
賛
成
全
員
」
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
議
第
86
号
か
ら
議
第
91

号
ま
で
の
６
議
案
に
つ
い
て
も
「
賛
成

全
員
」
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

開
催
日  

12
月
14
日
㈬
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宮
城
県
石
巻
市
に
て
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
お
よ
び
防
災

計
画
」
を
テ
ー
マ
に
行
政
視
察
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
震
災
後
11
年

を
経
過
し
、
死
者
、
行
方
不
明
者

３
，
６
０
２
人
、
建
物
被
害
５
６
，

７
０
８
棟
と
い
う
、
宮
城
県
最
大
の

被
害
を
受
け
た
石
巻
市
の
、
こ
れ
ま

で
の
復
興
状
況
と
防
災
計
画
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
震
災
直
後

か
ら
現
在
ま
で
、
時
が
経
過
す
る
中

で
、
被
災
さ
れ
た
市
民
の
気
持
ち
や

必
要
な
施
策
は
変
化
し
て
い
く
た

め
、
計
画
は
何
度
も
見
直
し
が
必
要

で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
、

全
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
が

延
べ
約
30
万
人
、
他
自
治
体
か
ら
の

職
員
派
遣
は
、
延
べ
１
，
７
４
９
人

で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
近
い

将
来
、
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
地
震
や

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
発
生
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
本
市
に
お
い
て
も
、

市
単
独
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
事
態

の
想
定
や
、
時
期
に
応
じ
た
支
援
や

物
資
調
達
な
ど
、
変
化
に
対
応
で
き

る
計
画
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
ま
し
た
。

○
陸
上
自
衛
隊
大
和
駐
屯
地
「
令
和

５
年
度
か
ら
今
津
駐
屯
地
に
配
備
さ

れ
る
機
動
戦
闘
車
の
概
要
お
よ
び
運

用
等
に
つ
い
て
」

　
市
の
消
防
本
部
体
制
、
緊
急
車
両

等
の
配
備
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
近
年
の
集
中
豪
雨
な
ど

の
防
災
対
応
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
な

ど
、
消
防
本
部
、
緊
急
車
両
の
果
た

す
役
割
は
大
き
く
、
そ
の
運
用
に
つ

い
て
委
員
会
と
し
て
今
後
も
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

　

和
歌
山
県
御
坊
市
に
お
い
て
、「
認

知
症
・
総
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
行
政
視
察
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
御
坊
市
で
は
、
認
知
症
の
人
も
含
め

誰
も
が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
、
希
望

を
も
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、「
認
知
症
の
人
と

と
も
に
築
く
総
活
躍
の
ま
ち
条
例
」
を

制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
条
例
に
は
、

認
知
症
の
当
事
者
目
線
に
こ
だ
わ
り
、

全
国
で
初
め
て「
認
知
症
の
人
の
役
割
」

が
明
記
さ
れ
、
認
知
症
の
人
が
「
支
え

ら
れ
る
」「
守
ら
れ
る
」一
方
で
は
な
く
、

自
ら
の
希
望
や
思
い
を
身
近
な
人
、
市

や
関
係
者
に
発
信
す
る
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
事
例
を
い

く
つ
か
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
ひ
と
り
一
人
に
寄
り
添
い
な
が

ら
声
を
聞
き
、
そ
の
人
の
経
験
や
思
い

を
理
解
し
、
生
き
が
い
を
作
り
出
し
て

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

文
教
福
祉

文
教
福
祉

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

11
月
７
日
・
８
日

行政視察報告

行政視察報告

そ
の
他
の
視
察
先

管
内
調
査
（
10
月
11
日
）

11
月
16
日
・
17
日
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神
奈
川
県
小
田
原
市
に
お
い
て
、

合
同
会
社
か
な
ご
て
フ
ァ
ー
ム
の

「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
行
政
視
察

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
農
業
を
同
時
に
行
う
営

農
型
太
陽
光
発
電
に
取
り
組
ま
れ
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
発
電
し
て
い
る

遊
休
農
地
の
下
で
「
み
か
ん
」
や

「
米
」
を
生
産
さ
れ
る
と
い
う
、ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
を
展
開
さ

れ
て
、
生
産
さ
れ
た
「
み
か
ん
」
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
さ
れ
た

り
、「
米
」
を
地
域
の
酒
造
会
社
で

加
工
さ
れ
る
な
ど
、
農
業
振
興
と
地

域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
ら
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
地
域
の
資
源

で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

か
し
農
業
振
興
に
繋
げ
て
い
く
取
り

組
み
を
市
民
と
と
も
に
広
げ
る
こ
と

で
、遊
休
農
地
の
有
効
活
用
に
加
え
、

脱
炭
素
社
会
に
も
貢
献
で
き
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
神
奈
川
県
中
井
町
「
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」

　
国
道
１
６
１
号
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
滋
賀
国
道
事
務
所
か
ら
、
小
松

拡
幅
13
工
区
の
ル
ー
ト
計
画
の
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
、
安
曇
川
地
区
立

体
化
事
業
お
よ
び
小
松
拡
幅
14
工
区

へ
現
場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
松
拡
幅
14
工
区
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
度
を
目
途
に
完
成
予
定
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
13
工
区
に
つ
い

て
は
、
そ
の
後
、
測
量
な
ど
の
時
間

を
要
し
、
全
線
開
通
ま
で
は
、
時
間

が
か
か
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
白
鬚

神
社
付
近
の
往
来
に
伴
う
事
故
対
策

や
渋
滞
緩
和
、
緊
急
輸
送
路
の
確
保

の
観
点
か
ら
も
、
早
期
実
現
に
向
け

て
積
極
的
な
働
き
か
け
が
必
要
で
あ

る
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

お
ら
れ
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
認
知
症
の
人
を
支
援
す
る
、
サ
ポ
ー

ト
す
る
と
い
う
、
別
の
存
在
で
あ
る
と

区
別
し
が
ち
で
す
が
、そ
う
で
は
な
く
、

と
も
に
歩
む
、
と
も
に
生
き
て
い
く
と

い
う
視
点
を
持
っ
て
い
く
こ
と
は
、
当

市
に
お
い
て
も
、
認
知
症
対
策
を
考
え

る
上
で
、
１
つ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
段

階
に
進
め
て
い
け
る
大
変
参
考
に
な
る

取
り
組
み
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

○
奈
良
市
社
会
福
祉
協
議
会「
他
機
関・

他
分
野
と
の
協
働
に
よ
る
場
づ
く
り
に

つ
い
て
」

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
10
月
26
日
・
27
日

行政視察報告

そ
の
他
の
視
察
先

そ
の
他
の
視
察
先

管
内
調
査
（
12
月
15
日
）
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一般質問一般質問

地
域
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
地
域

地
域
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
地
域

住
民
と
一
緒
に
創
り
上
げ
て
い
く
作

住
民
と
一
緒
に
創
り
上
げ
て
い
く
作

業
を
、
少
し
時
間
を
か
け
て
進
め
て

業
を
、
少
し
時
間
を
か
け
て
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
か

い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
か

現
在
は
、
施
設
の
概
要
等
を
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ご
意
見
を
頂
戴
し
て
い
る
段
階
で
す

　
現
在
の
環
境
セ
ン
タ
ー
の
場
所

に
つ
い
て
、
地
震
が
発
生
す
る
可

能
性
は
低
い
こ
と
、
地
震
が
発
生

し
て
も
最
大
震
度
は
比
較
的
小
さ

い
こ
と
、
活
断
層
沿
い
に
出
現
し

た
地
盤
の
ず
れ
に
よ
っ
て
破
断
し

た
建
造
物
の
割
合
は
、
こ
れ
ま
で

の
建
造
物
被
害
の
中
の
ご
く
一
部

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
該
当
す
る

の
は
横
ず
れ
断
層
で
あ
り
断
層
の

直
上
で
は
な
い

こ
と
な
ど
を
考

慮
す
る
と
、
総

合
的
に
地
震
の

リ
ス
ク
を
判
断

し
た
場
合
は
、

高
島
市
内
で
も
地
震
に
よ
る
リ
ス

ク
は
比
較
的
低
い
と
考
え
る
。
総

合
的
な
観
点
に
立
っ
て
地
震
に
よ

る
リ
ス
ク
を
再
評
価
し
て
は
ど
う

か
。

新たなごみ処理施設の建設
を円滑に進めるために

問

問答

　
環
境
部
長

　
現
在
は
、
施
設
の
概
要
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
、
今
後
の
計
画
等
の

ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご

意
見
を
頂
戴
し
て
い
る
段
階
で

す
。
今
後
取
り
組
む
施
設
整
備
基

本
計
画
、
生
活
環
境
影
響
調
査
を

踏
ま
え
て
、
具
体
的
な
施
設
概
要

等
を
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
等
を

頂
戴
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

答

　
建
設
候
補
地
と
そ
の
周
辺
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
や
ビ

ジ
ョ
ン
お
よ
び
進
め
方
に
つ
い
て

は
、
建
設
予
定
地
の
決
定
ま
で
に

住
民
や
事
業
者
の
方
々
と
ど
の
よ

う
に
す
り
合
わ
せ
て
い
く
の
か
。

問

　
環
境
部
長

　

建
設
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

専
門
家
の
知
見
に
基
づ
き
、
活
断

層
地
震
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
が
少

な
く
な
く
不
適
と
判
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
の
答
申
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
市
議
会
特
別
委
員
会
に

お
い
て
も
、こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、

ほ
ぼ
全
委
員
か
ら
断
念
す
べ
き
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
結
論
が
ま
と

め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
環
境
部
長

　
各
地
域
へ
説
明
に
回
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等

に
つ
い
て
は
、
施
設
整
備
基
本
計

画
を
策
定
す
る
中
で
検
討
し
て
い

き
ま
す
し
、
今
後
も
必
要
に
応

じ
、
丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
と
と

も
に
、
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
い
た

だ
き
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

答

今城　克啓 議員

　
周
辺
集
落
で
の
賛
成
と
反
対
が

拮
抗
し
て
い
る
状
態
で
は
、
土
地

の
取
得
を
先
に
進
め
る
よ
り
も
、

景
観
だ
け
で
は
な
く
、
集
落
、
農

業
、
道
路
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や

史
跡
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
含

め
て
、
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
が

で
き
た
あ
と
の
地
域
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
絵
や
図
な
ど
で
見
え

る
よ
う
に
し
て
地
域
住
民
と
一
緒

に
創
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
作
業

を
、
少
し
時
間
を
か
け
て
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

問
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個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
デ
ー
タ
連
携
の
方
針
や

個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
デ
ー
タ
連
携
の
方
針
や

見
解
に
つ
い
て

見
解
に
つ
い
て

令
和
５
年
４
月
に
設
置
さ
れ
る
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

示
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

子どもの貧困の連鎖を
断ち切る施策について

問答

一般質問一般質問

　
複
数
の
部
署
間
で
の
デ
ー
タ
連

携
の
見
解
に
つ
い
て
。

　
問
題
を
未
然
に
防
ぐ
必
要
性
と

プ
ッ
シ
ュ
型
の
支
援
に
つ
い
て
。

　

個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く

デ
ー
タ
連
携
の
方
針
や
見
解
に
つ

い
て
。

　
子
ど
も
未
来
部
長　

　

目
的
外
で
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
法
に
定
め
る
も
の
以
外
は
同

意
な
く
連
携
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
や
家
庭
を
支

援
す
る
部
署
や
機
関
で
の
情
報
共

有
や
デ
ー
タ
連
携
は
非
常
に
重
要

で
あ
り
、
子
ど
も
の
貧
困
の
連
鎖

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
子
ど
も
未
来
部
長　

　

現
在
、
新
旭
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー「
や
す
ら
ぎ
荘
」を
改
修
し
、

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
と
し

て
整
備
す
る
た
め
の
実
施
設
計
を

行
っ
て
い
ま
す
。
多
種
多
様
な
相

談
に
対
応
が
で
き
、
問
題
の
発
生

を
未
然
に
防
ぐ
機
能
を
持
つ
総
合

相
談
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
専
門
職
の
配
置
や
点
在
す
る

相
談
機
関
の
集
約
化
に
向
け
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
未
来
部
長　

　

実
施
機
関
が
保
有
す
る
個
人
情

報
の
取
扱
い
は
、
個
人
の
人
格
尊

重
の
理
念
の
下
に
慎
重
に
取
り
扱

わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
適
正

な
取
扱
い
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
子
ど

も
の
貧
困
へ
の
支
援
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
他
様
々
な
支
援
を
行
う

た
め
に
収
集
し
た
個
人
情
報
の
目

的
外
利
用
に
つ
い
て
は
、
市
の
実

施
機
関
全
体
で
の
議
論
が
必
要
に

な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

問

問

答

答

答

磯部　亜希 議員

今
後
は
、
令
和
５
年
４
月
に
設
置

さ
れ
る
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
か
ら

「
こ
ど
も
に
関
す
る
情
報
・
デ
ー

タ
連
携
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
示
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向
を
注
視
し

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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一般質問一般質問

伊
賀
市
と
の
間
で
、
令
和

伊
賀
市
と
の
間
で
、
令
和
1111
年
度
を
持
ち
込
み
期
限
と

年
度
を
持
ち
込
み
期
限
と

す
る
契
約
書
が
あ
る
の
か

す
る
契
約
書
が
あ
る
の
か

毎
年
度
、
事
前
に
協
議
し
承
認
を
得
て
、
協
定
を

締
結
し
ま
す

　

市
は
、
令
和
11
年
度
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
も
と
に
、
そ
の
整

備
建
設
期
間
が
確
定
年
度
で
あ
る

か
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
市

と
伊
賀
市
と
の
間
で
、
令
和
11
年

度
を
持
ち
込
み
期
限
と
す
る
「
契

約
書
」
の
締
結
が
あ
る
の
か
。

　

市
は
、
新
ご
み
処
理
施
設
建
設

候
補
地
を
『
泰
山
寺
』
に
決
定
し

た
と
公
表
し
た
。
そ
の
後
、
７
隣

接
区
・
自
治
会
や
要
請
の
あ
る
区

に
出
向
き
、
経
過
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
。

新ごみ処理施設建設
は急がず、住民理解
と納得のもとで

問

問答

　

説
明
会
で
は
「
搬
入
路
」
も
示

さ
ず
、
温
浴
施
設
な
ど
付
帯
施
設

も
基
本
計
画
で
検
討
す
る
旨
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
ど
う
か
。

の
計
画
を
全
う
す
る
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
軽
々
に
延
長
を

申
し
入
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま

た
、
簡
単
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ

け
る
も
の
で
も
な
い
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　
環
境
部
長

　

今
後
、
施
設
整
備
基
本
計
画
の

策
定
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
示
し
を
し
、
ご
意
見
を
伺
い

ま
す
。
な
お
、
市
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
地
域
の
振
興
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問答

　

議
会
に
も
、
住
民
説
明
会
で
も

一
貫
し
て
「
令
和
11
年
を
期
限
と

す
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、
契
約
書

は
な
く
一
年
毎
に
協
議
書
を
伊
賀

市
長
に
提
出
し
承
認
さ
れ
る
。
伊

問 　
環
境
部
長

　

毎
年
度
、
事
前
に
協
議
し
、
承

認
を
得
た
う
え
で
協
定
を
締
結
し

て
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
期
間
は
連
続
３
年
間
に
限

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
の

事
情
か
ら
新
施
設
稼
働
ま
で
の
暫

定
措
置
と
し
て
、
令
和
11
年
度
ま

で
容
認
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で

す
。

答

そ
の
他
の
質
問

高
齢
者
が
安
心
し
て
免
許
返
納
出

来
る
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を

福井　節子 議員

賀
市
に
は
、
令
和
３
年
に
２
６
５

の
自
治
体
か
ら
粗
大
ゴ
ミ
・
不
燃

物
・
可
燃
物
な
ど
が
搬
入
さ
れ
、

可
燃
物
も
岐
阜
県
の
あ
る
市
は
平

成
19
年
か
ら
15
年
間
も
搬
入
さ
れ

て
い
る
。
協
議
し
て
承
認
を
得
ら

れ
る
説
明
が
出
来
れ
ば
、
延
長
は

可
能
で
は
な
い
か
。

　
環
境
部
長

　

本
市
の
事
情
を
汲
み
取
り
、
令

和
11
年
度
ま
で
特
別
に
容
認
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
高
島
市
の
持
ち

込
み
量
は
、
２
番
目
に
多
い
量
で

す
。
予
め
計
画
を
提
出
し
認
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、

道
義
的
に
信
義
を
重
ん
じ
て
、
こ

答
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一般質問一般質問

上
水
道
の
引
上
げ
は
、
市
民
生
活

上
水
道
の
引
上
げ
は
、
市
民
生
活

を
困
窮
に
追
込
ま
な
い
か

を
困
窮
に
追
込
ま
な
い
か

県
下
他
市
と
の
比
較
で
、
使
用
料
金
は
県
下

平
均
を
下
回
り
ま
す

　
市
は
、
議
会
に
上
水
道
料
金
を

15
％
引
上
げ
の
条
例
案
を
提
案
し

て
い
る
。

　
８
年
前
の
改
定
時
に
、
基
本
水

量
２
か
月
20
㎥
を
10
㎥
に
変
え

た
。
高
齢
等
単
身
世
帯
が
増
え
て

い
る
。少
量
使
用
者
に
配
慮
し
た
、

今
回
の
料
金
改
定
と
な
っ
て
い
る

か
。

「いのちの水」の
上水道行政に、福祉の
水の位置づけを

問

問答

森脇　徹 議員

　
今
回
の
改
定
で
、
超
過
料
金
で

２
か
月
11
～
30
㎥
の
使
用
層
は
20

円
引
上
げ
、
大
口
使
用
の
５
０
１

㎥
以
上
は
10
円
と
引
上
げ
率
が
低

い
。
大
口
使
用
者
ほ
ど
高
く
な
る

今
ま
で
の
基
本
的
な
考
え
を
変
え

た
の
か
。

　

日
常
生
活
で
必
須
の
上
水
道
。

引
上
げ
は
、
市
民
生
活
を
困
窮
に

追
い
込
ま
な
い
か
。
料
金
引
上
げ

実
施
ま
で
3
か
月
間
し
か
な
い

が
、
市
民
の
納
得
が
得
ら
れ
る
情

報
開
示
と
説
明
が
で
き
る
か
。

　
都
市
整
備
部
長

　
今
回
の
改
定
で
は
、
前
回
の
改

定
と
は
違
い
、
現
状
料
金
を
改
定

す
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
都
市
整
備
部
長

　

今
回
の
改
定
は
、
激
変
す
る
料

金
を
回
避
す
る
も
の
で
、
改
定
幅

を
縮
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問問

答

　
都
市
整
備
部
長

　
10
㎥
未
満
は
５
２
４
８
件
と
増

え
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
定
は
安

全
安
定
の
水
道
水
供
給
へ
、
老
朽

化
管
路
の
更
新
の
課
題
な
ど
に
対

処
す
る
も
の
で
す
。

　
都
市
整
備
部
長

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会
の
水

道
料
金
算
定
要
領
に
は
、
超
過
料

金
は
均
一
料
金
制
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
。
市
は
、
段
階
性
を
維

持
し
激
変
を
回
避
す
る
た
め
、
５

段
階
を
４
段
階
に
変
更
し
ま
す
。

答

答

　
前
回
改
定
時
に
、
基
本
料
金
は

口
径
で
料
金
体
系
を
決
め
る
と
し

て
「
一
度
に
多
く
の
水
を
使
え
る

大
口
径
ほ
ど
費
用
負
担
を
高
く
す

る
」
と
し
た
基
本
的
考
え
は
、
今

回
の
改
定
で
も
準
じ
る
の
か
。

問

　
都
市
整
備
部
長

　
県
下
他
市
と
の
比
較
で
、
使
用

料
金
は
県
下
平
均
を
下
回
り
ま

す
。
広
報
た
か
し
ま
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
丁
寧
に
周
知
し
ま
す
。

答

　
基
本
料
金
と
超
過
料
金
の
改
定

案
だ
。
超
過
料
金
区
分
を
５
段
階

か
ら
４
段
階
に
す
る
案
で
11
～
30

㎥
区
分
が
な
く
な
り
、
２
カ
月
20

～
60
㎥
の
一
般
家
庭
の
引
上
げ
率

が
最
も
高
い
。
負
担
増
を
見
直
す

協
議
は
な
か
っ
た
の
か
。

問

答

そ
の
他
の
質
問

20
年
間
に
お
よ
ぶ
長
期
運
営
契
約

に
課
題
は
な
い
か

（
新
ご
み
処
理
施
設
）
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搬
入
経
路
は
早
く
示
し
て
市
民
に

搬
入
経
路
は
早
く
示
し
て
市
民
に

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
事
で
は

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
事
で
は

基
本
計
画
の
中
で
慎
重
に
し
っ
か
り
と
検
討
し
、

市
民
の
方
々
に
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す

　
泰
山
寺
の
周
辺
地
域
は
な
ぜ
７

集
落
限
定
な
の
か
。
県
の
条
例
や

環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
は
対
象

事
業
実
施
区
域
お
よ
び
そ
の
周
囲

か
ら
１
㎞
の
範
囲
を
基
準
と
し
て

丁
町
大
字
単
位
ま
た
は
学
区
単
位

で
定
め
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が

ど
う
か
。

新ごみ処理施設建設
の今後見通しと合意
形成は

問

問答

へ
の
影
響
を
評
価
し
、
環
境
に
配

慮
し
た
施
設
の
整
備
や
環
境
保
全

対
策
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
現
在
の
わ
が
国
の
焼
却
施
設

の
処
理
技
術
に
お
い
て
は
、
排
ガ

ス
処
理
の
過
程
で
有
害
物
質
を
除

去
し
ま
す
の
で
、
人
の
健
康
や
生

活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
環
境
部
長

　
県
の
技
術
指
針
の
１
㎞
を
基
準

と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
県
内

他
施
設
の
状
況
か
ら
、
こ
の
１
㎞

の
範
囲
以
内
に
排
ガ
ス
の
最
大
着

地
濃
度
出
現
距
離
が
出
現
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

る
が
、
生
活
環
境
影
響
調
査
の
範

囲
の
設
定
根
拠
は
。

答

そ
の
他
の
質
問

「
や
ま
ゆ
り
の
里
」
指
定
管
理
者

変
更
を
控
え
、
引
継
ぎ
は
順
調
に

推
移
し
て
い
る
か

　
環
境
部
長

　
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
る

影
響
と
の
関
連
性
、
行
政
区
と
し

て
の
活
動
の
状
況
、
認
可
地
縁
団

体
の
状
況
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
周

辺
地
域
を
１
㎞
以
内
に
区
域
が
所

在
す
る
、も
し
く
は
隣
接
す
る
区・

自
治
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

答

　
ご
み
の
焼
却
処
理
に
よ
る
排
ガ

ス
中
に
含
ま
れ
る
、
国
の
基
準
値

を
超
え
な
い
大
気
汚
染
物
質
は
、

水
蒸
気
と
と
も
に
煙
突
か
ら
毎
日

排
出
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
西
や
西

北
西
の
風
向
き
で
拡
散
す
る
。
煙

突
か
ら
の
排
ガ
ス
に
よ
る
生
活
環

境
影
響
調
査
を
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

問　
環
境
部
長

　
現
況
の
気
象
状
況
を
１
年
間
通

じ
て
測
定
し
、
ご
み
質
、
施
設
規

模
、
配
置
計
画
、
煙
突
の
諸
元
等

に
基
づ
き
、
土
地
利
用
や
地
形
を

考
慮
し
施
設
整
備
後
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
生
活
環
境

答

　
環
境
省
指
針
の
排
ガ
ス
調
査
対

象
地
域
の
設
定
例
で
は
、
煙
突
の

高
さ
に
応
じ
て
半
径
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
前
回
公
募
時
の
煙
突
の

実
態
高
40
ｍ
で
あ
れ
ば
、
調
査
対

象
半
径
は
4
㎞
と
例
示
さ
れ
て
い

問

　
搬
入
経
路
は
早
く
示
し
て
市
民

に
意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
事
で

は
。

問　
環
境
部
長

　
20
年
間
あ
る
い
は
30
年
間
利
用

す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基

本
計
画
の
中
で
慎
重
に
し
っ
か
り

と
検
討
し
、
そ
の
案
を
市
民
の

方
々
に
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

藤田　昭 議員
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
す
る

補
助
金
・
交
付
金
を
見
直
す
べ

補
助
金
・
交
付
金
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か

き
で
は
な
い
か

市
民
生
活
の
実
態
を
把
握
し
た
う
え
で
、
当
初

予
算
案
と
し
て
議
会
に
提
案
し
ま
す

　
急
激
な
情
勢
・
状
況
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
補
助
率
や
上
限
額

の
大
幅
な
見
直
し
改
訂
を
行
い
、

市
民
生
活
を
支
え
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
資
金
貸
付

金
」
の
制
度
も
あ
る
こ
と
を
ご
説

明
し
、
活
用
も
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

急激な物価上昇に対応す
るため、コミュニティ活
動に対する補助金・交付
金の見直しについて

問

問答

　
市
民
生
活
部
長

　
世
界
情
勢
の
影
響
等
に
よ
る
急

激
な
為
替
変
動
や
物
価
上
昇
に
よ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
少
な

か
ら
ず
影
響
が
生
じ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
か
ら
こ
う
し
た
事
案
に
取
り
組

ま
れ
る
際
に
は
、
補
助
金
の
自
治

会
負
担
の
部
分
に
は
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
の
充
当
が
可
能
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
一
時
的
な
資
金
不
足

に
対
し
て
は
、
無
利
子
貸
し
付
け

答

　
確
認
す
る
が
、
来
年
度
以
降
一

定
期
間
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
で
い
い
か
。

問

　
市
長

　
１
億
２
千
万
円
の
枠
で
住
民
自

治
協
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

を
調
整
し
、
支
援
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
方
針
で
臨
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
来
年
度
以
降
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
住
民

自
治
協
議
会
の
活
動
の
実
態
に
則

す
る
よ
う
一
定
の
見
直
し
を
説
明

し
た
も
の
と
、
私
も
理
解
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状

の
為
替
、
海
外
の
利
上
げ
に
影
響

さ
れ
、
市
民
生
活
の
中
で
諸
物
価

の
高
騰
を
招
い
て
い
る
、
あ
る
い

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ロ
シ
ア
に
よ
る

侵
略
等
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を

勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
よ
う
な
市
民
生
活
の
実

態
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
た
中
で

調
整
し
、
当
初
予
算
案
と
し
て
議

会
に
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答

　
区
長
・
自
治
会
長
会
議
で
、
来

年
度
以
降
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

の
減
額
方
針
を
説
明
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、
一
定
期
間
保
持
し
て
い
く

対
応
は
で
き
な
い
か
。

問　
市
民
生
活
部
長

　
急
激
な
物
価
上
昇
等
が
区
・
自

治
会
活
動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
を
十
分
視

野
に
入
れ
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

答

廣部　真造 議員
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高
島
市
の
観
光
産
業
に

高
島
市
の
観
光
産
業
に

お
い
て
、
お
も
て
な
し

お
い
て
、
お
も
て
な
し

文
化
を
醸
成
す
る
に
は

文
化
を
醸
成
す
る
に
は

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
中
で
市
民
の
思
い
を

伺
い
、
観
光
振
興
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す

　
高
島
市
の
観
光
公
害
に
つ
い
て

の
認
識
と
対
策
は
。

意
喚
起
、
誘
導
看
板
、
注
意
看
板

の
設
置
、
周
辺
交
差
点
に
警
備
員

を
配
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

高島市の観光産業と、
おもてなし文化の醸成
について

問

問答

　
「
お
も
て
な
し
文
化
」
を
醸
成

し
て
い
く
た
め
の
市
民
と
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
共
有
、
ま
た
、
よ
り
良

い
観
光
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会

開
催
に
つ
い
て
。

す
。
今
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
観
光
ア
プ
リ
を
使
っ
た

「
び
わ
湖
高
島
・
若
狭
路
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
北
陸
新
幹

線
の
敦
賀
駅
開
業
に
向
け
て
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
観
光
Ｐ
Ｒ

を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き
連
携
を

と
っ
て
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
商
工
観
光
部
長

　
令
和
４
年
度
と
令
和
５
年
度
の

２
か
年
を
か
け
て
、
観
光
振
興
に

関
わ
る
多
様
な
主
体
が
共
有
す
べ

き
総
合
的
な
指
針
と
し
て
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ

た
り
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
中
で
、
市
民
の
観
光
に
対
す

る
思
い
や
意
向
に
つ
い
て
も
お
伺

い
し
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
観
光
振
興
の
た
め
の
現
状

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
や
必
要

で
あ
れ
ば
区
長
・
自
治
会
長
会
議

や
住
民
自
治
協
議
会
な
ど
の
機
会

を
通
し
て
ご
意
見
を
求
め
る
な

ど
、
観
光
振
興
に
向
け
た
市
民
の

理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問答

　
商
工
観
光
部
長

　
白
鬚
神
社
の
初
日
の
出
、
春
の

海
津
大
崎
の
桜
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア

並
木
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
な
ど
で
、

違
法
駐
車
や
交
通
渋
滞
な
ど
が
発

生
し
、
近
隣
住
民
の
方
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
対
応

と
し
て
地
域
や
観
光
事
業
者
、
警

察
な
ど
の
関
係
機
関
で
受
入
対
策

会
議
を
設
置
し
渋
滞
対
策
な
ど
を

検
討
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
注

答

　
２
０
２
４
年
春
の
北
陸
新
幹
線

敦
賀
駅
開
業
に
向
け
た
観
光
振
興

策
は
。

問

中川　あゆこ 議員

　
商
工
観
光
部
長

　
敦
賀
市
を
は
じ
め
と
す
る
福
井

県
嶺
南
地
域
と
広
域
観
光
交
流
会

議
を
設
置
し
、
広
域
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
な
ど
相
互
連
携
に

よ
る
観
光
振
興
に
努
め
て
い
ま

答
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一般質問一般質問

開
発
事
業
者
等
が
独
自
に
整
備
さ
れ
た
水
道
施
設
で

あ
り
、
市
の
水
道
水
の
供
給
は
困
難
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す

　
「
水
道
事
業
」に
別
荘
地
の「
専

用
水
道
」
を
組
み
入
れ
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は

ど
う
か
。
ま
た
、
第
２
次
高
島
市

水
道
事
業
基
本
計
画
に
お
い
て
、

設
備
の
更
新
と
統
廃
合
に
「
専
用

水
道
」
を
組
み
込
む
見
直
し
も
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
す
。
ま
た
、
第
２
次
高
島
市
水

道
事
業
基
本
計
画
は
、
市
の
水
道

事
業
に
関
す
る
計
画
で
あ
り
、
他

の
水
道
事
業
者
の
施
設
を
追
加
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

市民が平等に安心できる
暮らしに向けて

問

答

　

別
荘
地
の
消
防
水
利
施
設
は
、

常
時
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

　
消
防
長

　
消
防
水
利
施
設
の
な
い
別
荘
地

等
か
ら
の
防
火
水
槽
の
設
置
要
望

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
地
の
状
況

を
把
握
し
た
上
で
土
地
の
無
償
提

供
を
条
件
に
設
置
し
、
安
定
し
た

消
防
水
利
の
確
保
に
努
め
て
お

り
、
毎
年
４
半
期
ご
と
に
状
況
を

調
査
し
、
水
量
等
の
確
認
を
行
う

と
と
も
に
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。

問答

　

別
荘
地
や
専
用
水
道
に
お
い

て
、
万
が
一
水
道
本
管
の
漏
水
等

が
発
生
し
、
開
発
事
業
者
等
が
迅

速
に
対
応
で
き
ず
、
長
時
間
に
わ

た
り
復
旧
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

た
場
合
に
、
市
は
援
助
も
し
く
は

何
か
対
応
は
し
て
い
た
だ
け
る
の

か
。

　
都
市
整
備
部
長

　
基
本
的
に
は
、
開
発
事
業
者
等

水
道
を
管
理
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
対
応
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
断
水
等
の
状
況
が
長

期
に
わ
た
る
場
合
等
は
、
市
に
ご

相
談
い
た
だ
く
中
で
状
況
を
判
断

し
、
可
能
な
範
囲
で
の
支
援
を
考

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問答

「
水
道
事
業
」
に
別
荘
地
の
「
専
用
水
道
」
を

「
水
道
事
業
」
に
別
荘
地
の
「
専
用
水
道
」
を

組
み
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は

組
み
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は

問

そ
の
他
の
質
問

国
や
県
、
世
界
の
動
向
を
見
据
え

た
未
来
に
誇
れ
る
ご
み
政
策
を

板持　文子 議員

　
都
市
整
備
部
長

　
開
発
事
業
者
等
が
独
自
に
整
備

を
さ
れ
た
水
道
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
管
路
等
の
現
状
や
状
態
、

地
理
的
や
物
理
的
要
件
、
さ
ら
に

整
備
費
用
面
な
ど
、
市
の
水
道
事

業
に
お
け
る
水
道
水
を
供
給
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

答
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ご
み
処
理
施
設
建
設
が
地
域
の
景
観
や

ご
み
処
理
施
設
建
設
が
地
域
の
景
観
や

観
光
事
業
に
与
え
る
影
響
は

観
光
事
業
に
与
え
る
影
響
は

事
業
者
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
意
見
に
配
慮

し
た
施
設
に
し
ま
す

　
泰
山
寺
地
区
に
は
滋
賀
県
の
観

光
振
興
特
区
に
認
定
さ
れ
た
事
業

者
が
営
業
さ
れ
て
い
る
が
認
識

は
。

　
泰
山
寺
の
事
業
所
の
思
い
を
ど

う
解
釈
し
て
い
る
か
。

　
景
観
へ
の
影
響
を
視
覚
的
に
確

か
め
る
た
め
に
予
定
地
決
定
ま
で

に
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
写
真
を
作
成

で
き
な
い
か
。

　
環
境
部
長

　
今
後
、
施
設
整
備
基
本
計
画
を

策
定
す
る
中
で
作
成
を
し
ま
す
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
市
民
の
方
々

に
ご
意
見
を
い
た
だ
く
機
会
を
確

保
し
ま
す
。

泰山寺地域の観光事業と
ごみ処理施設建設について

問

問

問答

問答

　

検
討
委
員
会
の
配
布
資
料
に
、

事
業
者
の
方
か
ら
の
場
所
の
変

更
、
補
償
に
つ
い
て
の
意
見
が
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
補
償

を
求
め
ら
れ
た
場
合
ど
う
応
え
る

の
か
。

　
不
測
の
事
態
な
ど
が
起
こ
っ
た

場
合
、
伊
賀
市
へ
の
搬
出
期
限
の

令
和
11
年
度
を
延
長
し
て
も
ら
う

こ
と
は
可
能
か
。

　
環
境
部
長

　
補
償
な
ど
を
求
め
ら
れ
る
事
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
景
観
等
に

つ
い
て
十
分
配
慮
し
、
具
体
例
を

示
し
た
う
え
で
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
環
境
部
長

　
ご
み
の
受
け
入
れ
は
、
計
画
を

お
示
し
し
て
承
諾
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
全
う
す

る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
お
り
、
私
ど
も
か
ら
軽
々
に

延
長
を
申
し
上
げ
る
立
場
に
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問 答答

　
環
境
部
長

　
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
、
観
光
産
業
の
振

興
を
図
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。

生
業
や
取
り
組
み
に
配
慮
し
ま

す
。

　
環
境
部
長

　
景
観
に
対
す
る
懸
念
が
最
も
大

き
い
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
地
域
で
取
り
組
み
を
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
は
、
私
ど
も
が
想

像
す
る
以
上
に
、
景
観
に
対
す
る

愛
着
を
お
持
ち
で
あ
ろ
う
と
拝
察

し
ま
す
。
引
き
続
き
丁
寧
に
聞
き

取
り
を
し
、
配
慮
し
ま
す
。

答

答

一般質問一般質問

是永　宙 議員

　
施
設
の
景
観
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
等
へ
与
え
る
影
響
は
。

問　
環
境
部
長

　
外
観
や
配
置
に
つ
い
て
景
観
上

の
工
夫
を
行
い
、
地
域
の
様
々
な

答

そ
の
他
の
質
問

地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て
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一般質問一般質問

住
民
の
方
々
と
一
緒
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

　

認
知
症
の
方
の
現
状
と
推
移

は
。

　
早
期
発
見
と
そ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
地
域
の
サ
ロ
ン
に
来
ら
れ
な
い

方
な
ど
も
含
め
て
、
情
報
を
把
握

し
、
支
援
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
せ
る

こ
と
が
重
要
だ
が
ど
う
か
。

　
認
知
症
の
方
の
経
験
や
ス
キ
ル

を
活
か
し
、
生
き
が
い
に
つ
な
が

る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

を
一
度
も
受
け
て
い
な
い
方
や
、

医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い

方
で
支
援
が
入
っ
て
い
な
い
方
を

対
象
に
、
訪
問
し
て
い
ま
す
。

認知症に寄り添う
まちづくりについて

問

問問

問

答

　

地
域
や
市
民
と
認
知
症
の
方

が
、
と
も
に
歩
ん
で
い
く
地
域
づ

く
り
の
醸
成
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
平
成
17
年
度
か
ら
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
し
、

延
１
２
，
６
５
４
人
の
方
に
受
講

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
受
講
者
が

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
た

り
、
発
症
さ
れ
て
も
地
域
の
サ
ロ

ン
や
活
動
に
継
続
し
て
参
加
で
き

る
よ
う
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域

も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
住
民
の
方
々

と
一
緒
に
取
り
組
み
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

係
者
と
共
有
し
、
日
常
の
ケ
ア
に

活
か
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問答

　
健
康
福
祉
部
長

　

認
知
症
で
医
療
機
関
を
受
診

さ
れ
た
方
が
、
令
和
２
年
度
は
、

１
，
４
２
９
人
、
令
和
３
年
度
は
、

１
，
４
５
４
人
と
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
相
談
件
数
は
、
５
年
間

で
約
１
・
７
倍
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

答

地
域
や
市
民
と
認
知
症
の
方
が
、
と
も
に
歩
ん
で
い
く

地
域
や
市
民
と
認
知
症
の
方
が
、
と
も
に
歩
ん
で
い
く

地
域
づ
く
り
の
醸
成
に
つ
い
て

地
域
づ
く
り
の
醸
成
に
つ
い
て

問

早川　浩德 議員

　
健
康
福
祉
部
長

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
で
早
期
発
見
・
早
期
受
診
の

大
切
さ
、
身
近
な
相
談
窓
口
や
医

療
機
関
の
紹
介
な
ど
の
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
長

　

介
護
予
防
把
握
事
業
と
し
て
、

２
年
間
あ
る
い
は
１
年
間
に
健
診

　
健
康
福
祉
部
長

　
過
去
に
若
年
認
知
症
と
軽
度
認

知
症
の
方
か
ら
「
認
知
症
で
あ
っ

て
も
家
族
や
地
域
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
お

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
思
い
を
医
療
や
介
護
・
福
祉
関

答答

答
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全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
や

全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
や

関
係
者
の
宿
泊
は

関
係
者
の
宿
泊
は

県
の
配
宿
計
画
で
は
、
想
定
す
る
宿
泊
者
数

の
本
市
で
の
受
け
入
れ
は
可
能
で
あ
る
と
の

結
果
で
す

　
本
市
で
開
催
さ
れ
る
競
技
会
お

よ
び
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
向
け
て

の
体
制
と
準
備
の
進
め
方
は
。

　
全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
や
関
係

者
の
宿
泊
や
移
動
方
法
は
。

　
教
育
総
務
部
長

　
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は

県
が
主
体
と
な
っ
て
準
備
等
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
県
実
行
委
員
会

の
構
成
員
に
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
と
高
島
市
も
参
画
し
、
情

報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第79回国民スポーツ大会・
第24回全国障害者スポーツ
大会の準備状況について

問

問

答

問答

　
競
技
会
場
に
な
る
安
曇
川
高
校

は
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の

全
国
的
な
実
績
と
伝
統
の
あ
る
高

校
で
あ
る
が
、
大
会
に
向
け
て
相

互
の
協
力
や
支
援
体
制
な
ど
の
構

築
は
出
来
て
い
る
か
。

　
教
育
総
務
部
長

　
県
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協

会
お
よ
び
競
技
会
場
で
あ
り
ま
す

安
曇
川
高
校
は
、
競
技
式
典
専
門

委
員
会
の
構
成
員
と
し
て
参
画
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の

各
開
催
競
技
団
体
に
つ
き
ま
し
て

も
、
同
委
員
会
の
構
成
員
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
緊
密
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問答

　
教
育
総
務
部
長

　
本
年
８
月
に
市
内
外
の
関
係
機

関
、
関
係
団
体
１
２
４
名
で
構
成

す
る
「
わ
たSHIG

A

輝
く
国
ス

ポ・障
ス
ポ
高
島
市
実
行
委
員
会
」

を
設
置
し
進
め
て
い
ま
す
。
開
催

に
向
け
て
は
、
競
技
会
の
運
営
だ

け
で
な
く
、
大
会
関
係
者
の
宿
泊

や
輸
送
、
広
報
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
な
ど
多
様
な
準
備
が
必
要
に

な
る
こ
と
か
ら
、
専
門
委
員
会
で

充
分
議
論
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
教
育
総
務
部
長

　
県
が
作
成
し
て
い
る
現
段
階
で

の
配
宿
計
画
で
は
、
本
市
の
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
け
る
選
手
・

監
督
・
大
会
役
員
の
宿
泊
人
数
を

延
べ
約
５
，
４
０
０
人
、
１
日
の

最
大
宿
泊
数
は
８
５
０
人
と
想
定

し
て
お
り
、
本
市
で
の
受
け
入
れ

は
可
能
で
あ
る
と
の
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
動
方
法
に

つ
い
て
は
、
市
と
し
て
安
全
か
つ

確
実
な
輸
送
手
段
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

答

答

一般質問一般質問

　
県
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

企
画
や
運
営
は
主
に
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
が
中
心
と
な
り
行
っ

て
い
る
が
、
高
島
市
実
行
委
員
会

と
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
の

関
係
、
連
携
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

問

髙木　広和 議員
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一般質問一般質問

製
品
の
性
能
、
価
格
等
の
情
報
収
集
を
行
う
と

と
も
に
、
運
用
に
関
し
て
は
他
市
の
事
例
等
を

調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

　
防
災
行
政
無
線
の
新
た
な
シ
ス

テ
ム
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
様
の
導

入
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
文
字
化
対
応
で
き
る
戸
別
受
信

機
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
さ

れ
た
の
か
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
お
け
る
情
報
伝
達
の
多
重
化

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
危
機
管
理
監

　
現
在
、
製
品
の
性
能
、
価
格
等

の
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

運
用
に
関
し
て
は
他
市
の
事
例
等

を
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
た
な
防
災
行
政
無
線
は
、
長
期

間
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
維
持
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
総
合

的
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
政
策
部
長

　

今
年
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
完
了
す
る
の
で
、

来
年
4
月
以
降
メ
ー
ル
配
信
の
内

容
を
同
時
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
改
善
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市民一人一人に届く
情報発信のあり方に
ついて

問

問

問

答

答

答

　
政
策
部
長

　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
つ

い
て
は
、
音
声
で
の
伝
達
が
難
し

く
、
目
で
確
認
で
き
る
伝
達
が
必

須
と
な
り
ま
す
。
緊
急
時
の
防
災

情
報
を
携
帯
電
話
会
社
に
よ
る
エ

リ
ア
メ
ー
ル
や
市
の
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
の
他
、
テ
レ
ビ
テ
ロ
ッ

プ
へ
の
表
示
な
ど
複
数
の
手
段
を

利
用
し
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す

る
令
和
７
年
度
末
に
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

も
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

を
文
字
情
報
と
し
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
配
信
で
き
る
よ
う
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
聴
覚
に
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、

放
送
内
容
を
聞
き
逃
し
た
方
や
自

宅
で
無
線
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で

き
な
い
方
に
対
し
て
も
、
的
確
に

情
報
が
伝
達
で
き
る
体
制
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

　
政
策
部
長

　

無
線
機
器
等
の
老
朽
化
に
伴

い
、
現
在
、
新
た
な
無
線
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
た
め
の
実
施
設
計

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
来
年
度
か

ら
は
次
期
シ
ス
テ
ム
の
整
備
工
事

等
に
着
手
予
定
で
す
。
市
内
の
全

世
帯
を
対
象
に
戸
別
受
信
機
を
設

置
す
る
計
画
で
す
。

答

文
字
化
対
応
で
き
る
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
調
査
、

文
字
化
対
応
で
き
る
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
調
査
、

検
討
さ
れ
た
か

検
討
さ
れ
た
か

問

山下　巧 議員

　
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
考

え
て
い
る
の
か
。

問
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９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は

９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧

奨
の
再
開
に
伴
う
、
定
期
接
種
対

象
者
や
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者

へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

９価ＨＰＶ子宮頸がん
ワクチンの定期接種化
について

問

問

従
来
の
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
多
く
の
遺
伝
子
型
へ

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す

答

藍原　章 議員

末
の
15
・
１
％
を
若
干
上
回
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
対
象
は
17
歳
か
ら
25
歳
に
な
る

女
性
で
、
接
種
を
差
し
控
え
て
い

た
時
期
に
接
種
対
象
年
齢
を
過
ぎ

た
方
が
対
象
と
な
り
、
そ
の
う
ち

７・
０
％
の
方
が
接
種
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

や
安
全
性
と
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
ど

の
く
ら
い
持
続
す
る
の
か
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
子

宮
頸
が
ん
の
発
生
に
関
連
す
る
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち

　
健
康
福
祉
部
長

　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、
子
宮
頸

が
ん
の
原
因
の
約
50
％
～
70
％
を

防
ぐ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
感
染
予

防
効
果
を
示
す
抗
体
は
、
少
な
く

と
も
12
年
は
維
持
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
研
究

で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

問

問

答

答

そ
の
他
の
質
問

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
に
つ
い
て

　
健
康
福
祉
部
長

　
接
種
後
の
副
反
応
と
ワ
ク
チ
ン

と
の
因
果
関
係
な
ど
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
安
全
性
に
特
段
の
懸
念

は
見
ら
れ
ず
、
令
和
４
年
度
か
ら

積
極
的
接
種
が
再
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
市
で
も
、
今
年

度
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極

的
な
接
種
勧
奨
を
再
開
し
、
定
期

接
種
対
象
者
８
５
９
人
、
接
種
を

差
し
控
え
て
お
ら
れ
た
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
対
象
者
１
，
４
５
６

答

人
に
対
し
て
、
案
内
通
知
と
国
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
機
関
と
も
連
携
し
、
啓
発
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
に
よ
り
周
知
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
今
年
度
と

前
年
度
の
接
種
率
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

問

一般質問一般質問

　
健
康
福
祉
部
長

　
定
期
接
種
の
対
象
は
小
学
６
年

生
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
に
な
る

女
子
で
、
接
種
回
数
３
回
の
う
ち

１
回
で
も
接
種
し
た
人
は
、
８
月

末
時
点
で
15
・
４
％
と
、
前
年
度

答

９
種
類
の
遺
伝
子
型
へ
の
有
効
成

分
を
含
ん
で
お
り
、
従
来
の
２
価

お
よ
び
４
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に

比
べ
多
く
の
遺
伝
子
型
へ
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
安
全

性
と
リ
ス
ク
は
、
従
来
の
ワ
ク
チ

ン
と
変
わ
ら
な
い
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
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案　　件　　名 結果

議　
　
決

議第 86 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市良知館）

原案可決「公益財団法人藤樹書院」を高島市良知館の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。 
（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 87 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市今津屋根付き運動場　サンルーフ今津）

原案可決「公益財団法人ひばり」を高島市今津屋根付き運動場　サンルーフ今津の指定管理者に指定することについて、
議会の議決を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 88 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市今津Ｂ＆Ｇ海洋センター）

原案可決「公益財団法人ひばり」を高島市今津Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理者に指定することについて、議会の議決
を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 89 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市今津山村広場）

原案可決「公益財団法人ひばり」を高島市今津山村広場の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。
（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 90 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市今津総合運動公園）

原案可決「公益財団法人ひばり」を高島市今津総合運動公園の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求め
るもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 91 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（在宅介護サービスセンター「はあとふるマキノ」）

原案可決「社会福祉法人高島市社会福祉協議会」を在宅介護サービスセンター「はあとふるマキノ」の指定管理者に指
定することについて、議会の議決を求めるもの。（公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 92 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（体験交流センター　ゆめの）

原案可決「公益財団法人ひばり」を体験交流センター　ゆめのの指定管理者に指定することについて、議会の議決を求
めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 93 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（加工実習館　手ほどき工房センバイ）

原案可決「公益財団法人ひばり」を加工実習館　手ほどき工房センバイの指定管理者に指定することについて、議会の
議決を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 94 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（平良ふれあいセンター）

原案可決「平良地区活性化協議会」を平良ふれあいセンターの指定管理者に指定することについて、議会の議決を求め
るもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 95 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市朽木針畑ルネッサンスセンター）

原案可決「針畑活性化組合」を高島市朽木針畑ルネッサンスセンターの指定管理者に指定することについて、議会の議
決を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 96 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（総合交流拠点施設　じゃっぴいらんど）

原案可決「一般財団法人高島まちおこし公社」を総合交流拠点施設　じゃっぴいらんどの指定管理者に指定することに
ついて、議会の議決を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 97 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（うかわファームマート）

原案可決「うかわファームマート運営協議会」をうかわファームマートの指定管理者に指定することについて、議会の
議決を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 98 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市鵜川ふれあい農園）

原案可決「鵜川ふれあい農園管理組合」を高島市鵜川ふれあい農園の指定管理者に指定することについて、議会の議決
を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第 99 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市針畑郷山村都市交流館「山帰来」）

原案可決「針畑活性化組合」を高島市針畑郷山村都市交流館「山帰来」の指定管理者に指定することについて、議会の
議決を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第100号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市物産会館）

原案可決「高島市商工会」を高島市物産会館の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。（非公募
方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第101号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（丸八百貨店）

原案可決「株式会社ＥＮＯＮ」を丸八百貨店の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。（公募方
式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第102号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（マキノ高原自然体験交流施設）

原案可決「マキノ高原観光株式会社」をマキノ高原自然体験交流施設の指定管理者に指定することについて、議会の議
決を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第103号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（赤坂平家族旅行村ビラデスト今津）	

原案可決「公益財団法人ひばり」を赤坂平家族旅行村ビラデスト今津の指定管理者に指定することについて、議会の議
決を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第104号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（今津ヴォーリズ資料館）

原案可決「一般社団法人あすラボ」を今津ヴォーリズ資料館の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求め
るもの。（公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第105号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（グリーンパーク想い出の森施設）

原案可決「一般財団法人高島まちおこし公社」をグリーンパーク想い出の森施設の指定管理者に指定することについて、
議会の議決を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

令和４年 12月定例会令和４年 12月定例会　　議案審議結果議案審議結果（全員賛成分）（全員賛成分）
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案　　件　　名 結果

議　
　
決

議第106号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（朽木オートキャンプ場）

原案可決「一般財団法人まちおこし公社」を朽木オートキャンプ場の指定管理者に指定することについて、議会の議決
を求めるもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第107号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（朽木新本陣）

原案可決「一般財団法人高島まちおこし公社」を朽木新本陣の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求め
るもの。（非公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

議第108号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市斎場）

原案可決「たかしま斎苑管理グループ」を高島市斎場の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。
（公募方式・指定期間：令和５年４月１日から５年間）

条　
　
例

議第109号
高島市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決
令和４年８月の人事院勧告を踏まえ、議会議員の期末手当支給月数の改定を行うもの。

議第110号
高島市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決
令和４年８月の人事院勧告を踏まえ、特別職職員の期末手当支給月数の改定を行うもの。

議第111号
高島市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決令和４年８月の人事院勧告を踏まえ、高島市職員の勤勉手当、給料月額等の改定を行うため、所要の改正を行
うもの。

議第112号
高島市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決
令和５年度から地方公務員の定年が 65 歳まで引き上げられることに伴い、所要の改正を行うもの。

議第113号
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例案

原案可決令和５年度から地方公務員の定年が 65 歳まで引き上げられることに伴い、関係する条例を整備するため、所
要の改正を行うもの。

議第118号
高島市体育施設の設置および管理に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決新旭グラウンドが滋賀県の河川整備の対象範囲となったことに伴い、本年度末をもって当該グラウンドを廃止
するもの。

予　
　
算

議第120号 令和４年度高島市一般会計補正予算（第８号）案 原案可決

議第121号 令和４年度高島市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）案 原案可決

議第122号 令和４年度高島市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）案 原案可決

議第123号 令和４年度高島市訪問看護ステーション事業特別会計補正予算（第２号）案 原案可決

議第124号 令和４年度高島市一般会計補正予算（第９号）案 原案可決

議第125号 令和４年度高島市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）案 原案可決

議第126号 令和４年度高島市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）案 原案可決

議第127号 令和４年度高島市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）案 原案可決

議第128号 令和４年度高島市水道事業会計補正予算（第２号）案 原案可決

議第129号 令和４年度高島市下水道事業会計補正予算（第１号）案 原案可決

議第130号 令和４年度高島市病院事業会計補正予算（第２号）案 原案可決

議第131号 令和４年度高島市介護老人保健施設事業会計補正予算（第２号）案 原案可決

議第132号 令和４年度高島市一般会計補正予算（第10号）案 原案可決
請
願 請願第３号 天増川源流の国有林における自然環境保全への配慮を求める意見書の提出を求める請願 採　　択
意
見
書 意見書第３号 天増川源流の国有林における自然環境保全への配慮および（仮称）三十三間山風力発電事業の中止を求める意見書案 原案可決
決
議 決議第５号 万木豊議員に対する議員辞職勧告決議 原案可決

○…賛成　　●…反対　　　【会派の名称】共産党→日本共産党高島市議団　夢ネット→夢ネットたかしま　公明会→高島公明会　

会　　派　　名 市民クラブ
高島の虹 至誠会 真志会 共産党
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会

無
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無
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無
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議第114号 高島市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議第115号 高島市老人福祉医療費助成条例の一部を改正する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議第116号 高島市個人情報の保護に関する法律施行条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議第117号 高島市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議第119号 高島市水道事業給水条例の一部を改正する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

賛否が分かれた案件の審議結果一覧賛否が分かれた案件の審議結果一覧

※廣本昌久議員は、議長のため採決に加わらない。



　我々議員は、市民から負託を受けた者として、その立場と職責の重さを深く自覚し、高い倫理観と見
識をもって、市政の発展と住民福祉の向上に努めなければならない。
　高島市議会基本条例第４条では、議員の活動原則として議会の構成員として自己の資質を高めるとと
もに、市民の代表者として市民福祉の向上を目指し活動するものとしている。
　しかしながら、万木豊議員からの今年３月に中央省庁を視察した旨の虚偽報告書により、政務活動費
を不正に受け取った事実が明らかになり、本人もそれを認めている。
　既に不正に受け取った政務活動費は返金されているものの、虚偽有印公文書作成および同行使は、明
らかな犯罪行為であり、市民に対する裏切り行為であるとともに市議会の信頼を失墜させたことから、
市議会では、令和４年 10 月 18 日に万木豊議員に対して刑事告発を行った。
　また、万木豊議員は事情を周知するための記者会見での説明とそれに先立ち行われた議会への説明と
の間でも齟齬が生じるなど、説明の信憑性もなく説明責任を果たそうという姿勢も見られない。
　これまでも準強制性交の疑いで書類送検されるなど度重なる不祥事をひきおこし、既に３度の辞職勧
告決議を受けたにも関わらず無視し続ける万木豊議員は、道義的責任を免れず議員としての資質が欠如
していると言わざるを得ない。
　よって、本市議会は万木豊議員に対して議員辞職勧告するものである。

　以上の内容を、12 月定例会において決議しました。

万木豊議員に対する議員辞職勧告決議万木豊議員に対する議員辞職勧告決議
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　このたび、（仮称）三十三間山風力発電事業に係る計画段階環境配慮書が、令和４年９月 30 日から
10 月 31 日まで縦覧に供されましたが、当事業が実施された場合は、天増川源流の自然環境や森林を活
かした高島市の観光振興に影響が発生することが懸念されます。
　さらに、事業実施対象区域は延長６㎞以上に及ぶことから、森林を伐採したり尾根上を造成すること
によって、濁水の発生など天増川の水質低下につながったり、土石流や洪水などの自然災害が発生する
リスクが高まる恐れがあると考えられます。
　天増川源流の国有林における自然環境は大変貴重であり、具体的には、三十三間山から天増川を取り
囲む尾根上を中心にブナ林が連続して生育しており、三十三間山から南の尾根上を中心に風衝草原が形
成されています。このブナ林を始めとする天然林や草原は、多様な自然植生やイヌワシやクマタカを含
む多様な野生動物など豊かな自然生態系を育んでいます。
　このうちブナ林については高島市内では最大級の面積規模であると考えられます。さらに、天増川の
源流地域から青森県にかけてはブナ林がおおむね連続分布しているのに対して、それより南西のブナ林
は連続分布していないことから、天増川源流地域のブナ林は、わが国の森林生態系を保全する上でも重
要な位置付けになると考えられます。
　林野庁では、より広範かつ効果的な森林生態系の保全を図るために、全国に緑の回廊を設定されてい
ます。全国のブナ林の分布状況を考慮すると、天増川源流の国有林は緑の回廊の価値を十分に有すると
考えられます。　
　また、このブナ林を始めとする天然林や草原は、豊かな自然環境だけではなく、美しい景観やトレッ
キングに最適な環境も生み出しています。さらに、若狭町能登野と今津町酒波をつなぐ古道「近江坂」
が通っており、約７００年の歴史が刻まれています。
　これらのことから、天増川源流の国有林は、森林を活かした観光振興など、高島市の活性化にとって
も大きな可能性を持っていると考えられます。
　このような状況の中、三十三間山から天増川を取り囲む尾根上を中心にしたブナ林や南の尾根上を中
心に形成されている風衝草原を適切に保全していただくなど、天増川源流の国有林における自然環境保
全については十分に配慮が必要であり、（仮称）三十三間山風力発電事業に賛成することはできません。

　以上の内容を可決し、地方自治法第99条の規定により、環境大臣、農林水産大臣、林野庁長官、
近畿中国森林管理局長、衆議院議長、参議院議長、滋賀県知事　あてに提出しました。

天増川源流の国有林における自然環境保全への配慮および天増川源流の国有林における自然環境保全への配慮および
（仮称）三十三間山風力発電事業の中止を求める意見書を（仮称）三十三間山風力発電事業の中止を求める意見書を
可決しました可決しました

意 見 書
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令和５年３月定例会
２月 21日 火 10:00【本会議】３月定例会開会

３月

6日 月

10:00

【本会議】一般質問（代表）

7 日 火
【本会議】一般質問（個人）

8 日 水

9日 木 10:00 総務常任委員会

10日 金 10:00 文教福祉常任委員会

13日 月 10:00 産業建設常任委員会

15日 水 10:00

予算常任委員会16日 木 10:00

17日 金 13:30

24日 金 10:00【本会議】３月定例会最終日

上記日程は、変更する場合があります。

　本会議・予算常任委
員会の模様をインター
ネットでライブ配信
（生中継）・録画配信し
ています。スマート
フォン・タブレット端
末からもご覧いただけ
ます。
　高島市議会のホームページからアク
セスできますので、ぜひ一度、議会の
様子をご覧ください。

議会だよりに関するご意見・ご感想をお待ちしております。（議会事務局：25－8140）
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ミテミテ市議会
議会の議会の
インターネット中継をインターネット中継を
ご覧いただけます！ご覧いただけます！

　高島市では県下の中でも特に美しい琵琶湖と、田園
風景、豊かな山林を有する風光明媚な自然の多い地域
です。これは今までここで暮らしてきた方々の働きが
あったからだと思います。このような土地だからこそ
できる、自然を大切にしながらも、人々が暮らしやす
い適度な発展を試み、将来へとつなげていくことが私
たちの仕事なのではないでしょうか。多くの方々と知
恵を出し合い、実践していけるように努めていきたい
と思います。

家族旅行村ビラデスト今津付近から

　　　（議会広報広聴委員会　磯部亜希・廣部真造）

今回の表紙写真

高島市議会
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